
等
級
別
基
準
職
務
表
の
改
悪
反
対
に
、 

全
単
組
で
取
り
組
も
う
！ 

地
方
本
部
は
６
月

27
日
に
「
組
織
集
会
・
単
組
総
支

部
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
春
闘
の
中
間
総
括
や
当

面
す
る
闘
争
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

武
山
地
本
委
員
長
か
ら
『
国
会
で
は
、
安
保
関
連
法

案
な
ど
、
私
た
ち
の
声
を
無
視
し
た
対
応
が
強
行
さ
れ

て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
国
会
勢
力
は
安
定
多
数
を
握

ら
れ
た
ま
ま
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
治

情
勢
を
変
え
る
た
め
、
来
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
む

け
て
、
統
一
闘
争
の
総
括
か
ら
し
っ
か
り
と
取
り
組
み

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
、
来
年
４
月

か
ら
等
級
別
職
務
基
準
表
に
基
づ
く
級
別
職
員
数
の

公
表
が
行
わ
れ
る
。
総
務
省
の
例
示
（
係
長
・
３
級
）

に
よ
っ
て
格
付
け
さ
れ
る
と
、
試
算
で
は
、
係
長
３
級

止
ま
り
だ
と
約
８
０
０
万
円
、
主
任
２
級
止
ま
り
で
約

１
８
０
０
万
円
の
生
涯
賃
金
で
の
減
収
と
な
る
。
同
様

に
、
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
も
、
来
年
４
月
か
ら
の

実
施
が
義
務
付
け
さ
れ
た
。
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
反

対
で
あ
り
な
が
ら
も
、
義
務
化
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
現

状
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
闘
争
を
確
立
し
て
い
く
の
か
、

大
き
な
組
織
課
題
に
も
つ
な
が
る
。
』
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。 

来
賓
の
全
労
済
米
山
北
見
支
所
長
、
労
金
北
見
支
店

川
原
副
支
店
長
の
２
氏
か
ら
は
報
告
や
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。 

道
本
部
蒲
池
財
政
局

長
か
ら
は
、
道
本
部
を

代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ

と
、
①
財
政
見
通
し
案

の
提
起
、
竹
中
政
治
部

長

か

ら

は

②

中

央

本

部
・
道
本
部
の
各
組
織

討
議
案
、
佐
々
木
組
織

部
次
長
か
ら
は
③
春
闘

中
間
総
括
案
、
木
村
臨

時
執
行
委
員
か
ら
は
④

全
労
済
自
治
労
共
済
に

つ
い
て
の
提
起
を
受
け

ま
し
た
。
続
い
て
、
地

本
執
行
部
か
ら
は
①
春
闘
中
間
総
括
案
、
②
当
面
の
闘

争
方
針
案
、
③
統
一
自
治
体
選
挙
中
間
総
括
案
、
④
第

24
回
参
議
院
議
員
選
挙
推
進
に
つ
い
て
の
提
起
を
行

い
ま
し
た
。 

分
科
会
で
は
来

年
４
月
か
ら
の
実

施
が
義
務
付
け
さ

れ
て
い
る
「
人
事

評
価
制
度
に
対
す

る
取
り
組
み
つ
い

て
」
と
、
こ
の
４
月

か
ら
計
画
期
間
が

10
年
間
延
長
さ
れ

た
「
特
定
事
業
主

行
動
計
画
に
つ
い

て
」
学
習
し
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
分
科
会

報
告
、
全
体
論
を
行
い
、
４
本
の
質
疑
を
受
け
、
答
弁

の
後
、
議
案
に
つ
い
て
全
体
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

各
単
組
か
ら
の
発
言
要
旨 

▼
結
城
さ
ん
（
網
走
市
労
連
）
12
月
と

1
月
に
現
業

全
廃
の
提
案
が
あ
り
、
団
交
を
実
施
。
委
託
あ
り
き
の

提
案
で
断
固
と
し
て
許
せ
な
い
。
し
か
し
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
施
設
建
替
え
の
財
源
問
題
が
あ

り
、
や
む
な
く
妥
結
。
交
渉
時
に
組
合
旗
や
檄
布
な
ど

多
く
の
単
組
か
ら
の
支
援
に
感
謝
。
社
会
福
祉
施
設
の

建
替
え
等
に
係
る
国
の
補
助
基
準
の
問
題
は
自
治
労

中
央
段
階
で
の
省
庁
対
策
を
要
請
す
る
。
ま
た
、
内
容

的
に
も
本
集
会
の
日
程
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
▼
渡

辺
さ
ん
（
津
別
町
職･

地
本
青
年
部
）
反
核
平
和
の
火

リ
レ
ー
に
つ
い
て
、
事
前
学
習
会
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
基
本
組
織
か
ら
の
支
援
も
要
請
。
▼
唯

野
さ
ん
（
遠
軽
町
労
連
）
15
春
闘
は
、
人
勧
と
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
が
セ
ッ
ト
提
案
の
た
め
、
プ
ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス

も
一
緒
に
整
理
し
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
単
組
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

15
人
勧
期
の
取
組
み
に
つ

い
て
も
凍
結
な
ど
マ
イ
ナ
ス
も
想
定
し
た
取
り
組
み

も
必
要
で
は
な
い
か
。 

▼
笹
峯
さ
ん
（
斜
里
町
労
連
・

地
本
青
年
部
）
団
塊
の
世
代
の
退
職
に
伴
う
職
員
採
用

な
ど
、
組
合
員
の
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る
。
青
年
部

員
の
急
増
に
伴
い
、
人
材
育
成
が
急
務
。
基
本
組
織
の

支
援
を
要
請
す
る
。 

地
本
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 
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